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【 請 求 項 １ 】
　
　
　

　
　

　

【 請 求 項 ２ 】
　
　
　

　
　

　
　
　
　

　

　

第 1及 び 第 ２ の 走 査 線 と 、
第 1及 び 第 ２ の 信 号 線 と 、
前 記 第 1及 び 第 ２ の 走 査 線 と 前 記 第 1及 び 第 ２ の 信 号 線 と に 囲 ま れ た 部 分 に 設 け ら れ た 画

素 電 極 と 、
前 記 画 素 電 極 の 上 方 に 設 け ら れ た 対 向 電 極 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
前 記 画 素 電 極 は 、 前 記 画 素 電 極 の 最 大 の 面 積 を 占 め る 平 坦 面 と 、 前 記 平 坦 面 よ り 高 く 形

成 さ れ た 第 １ の 面 と を 有 し 、
前 記 第 １ の 面 は 前 記 対 向 電 極 と 面 し 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 走 査 線 に 沿 っ て 設 け ら れ て い

る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。

第 １ 及 び 第 ２ の 走 査 線 と 、
第 １ 及 び 第 ２ の 信 号 線 と 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 走 査 線 と 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 信 号 線 と に 囲 ま れ た 部 分 に 設 け ら れ た

画 素 電 極 と 、
前 記 画 素 電 極 の 上 方 に 設 け ら れ た 対 向 電 極 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
前 記 画 素 電 極 は 、 前 記 画 素 電 極 の 最 大 の 面 積 を 占 め る 平 坦 面 と 、 前 記 平 坦 面 を 囲 ん で 設

け ら れ た 枠 状 の 端 部 と を 有 し 、
前 記 枠 状 の 端 部 は 、 第 １ の 端 部 、 第 ２ の 端 部 、 第 ３ の 端 部 及 び 第 ４ の 端 部 と か ら な り 、
前 記 第 １ の 端 部 は 、 前 記 第 １ の 走 査 線 に 沿 っ て 設 け ら れ 、
前 記 第 ３ の 端 部 は 、 前 記 第 １ の 走 査 線 と 隣 接 す る 前 記 第 ２ の 走 査 線 に 沿 っ て 設 け ら れ 、
前 記 第 ２ の 端 部 は 、 前 記 第 １ の 信 号 線 に 沿 っ て 前 記 第 １ の 端 部 と 前 記 第 ３ の 端 部 と の 間

に 設 け ら れ 、
前 記 第 ４ の 端 部 は 、 前 記 第 １ の 信 号 線 と 隣 接 す る 前 記 第 ２ の 信 号 線 に 沿 っ て 前 記 第 １ の

端 部 と 前 記 第 ３ の 端 部 と の 間 に 設 け ら れ 、
前 記 第 ２ の 端 部 及 び 前 記 第 ４ の 端 部 は 前 記 平 坦 面 と 同 一 の 高 さ に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ の



【 請 求 項 ３ 】
　 走 査 線 と 、
　 信 号 線 と 、
　
画 素 電 極 と 、
　 前 記 画 素 電 極 の 上 方 に 対 向 電 極 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 画 素 電 極 は 、

第 １ の 面 と 、 前 記 第 １ の 面 よ り 第 ２ の 面 と を 有 し 、
　
　 前 記 第 １ の 面 は 走 査 線 に 沿 っ て 設 け ら れ
　 こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置
。
【 請 求 項 ４ 】
　 走 査 線 と 、
　 信 号 線 と 、
　
画 素 電 極 と 、
　 前 記 画 素 電 極 の 上 方 に 対 向 電 極 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 画 素 電 極 は 、 と 、 前 記 を 囲 ん で 設
け ら れ た 枠 状 の 端 部 、
　 前 記 枠 状 の 端 部 は 第 １ の 端 部 、 第 ２ の 端 部 、 第 ３ の 端 部 及 び 第 ４ の 端 部 と か ら な り 、
　 前 記 第 １ の 端 部 は 第 １ の 走 査 線 に 沿 っ て 設 け ら れ 、
　 前 記 第 ３ の 端 部 は 前 記 第 １ の 走 査 線 と 隣 接 す る 第 ２ の 走 査 線 に 沿 っ て 設 け ら れ 、
　 前 記 第 ２ の 端 部 は 第 １ の 信 号 線 に 沿 っ て 前 記 第 １ の 端 部 と 前 記 第 ３ の 端 部 と の 間
に
　 前 記 第 ４ の 端 部 は 前 記 第 １ の 信 号 線 隣 接 す る 第 ２ の 信 号 線 に 沿 っ て

　 前 記 第 ２ の 端 部 及 び 前 記 第 ４ の 端 部 は 前 記 平 坦 面 と 同 一 の 高 さ に 設 け ら れ 、
　 前 記 第 １ の 端 部 及 び 前 記 第 ３ の 端 部 は 前 記 平 坦 面 よ り 設 け ら れ 、
　 前 記 第 １ の 端 部 の う ち 、 前 記 第 １ の 端 部 の 両 端 は 、 前 記 第 １ の 端 部 の 中 央 設 け
ら れ 、
　 前 記 第 ３ の 端 部 の う ち 、 前 記 第 ３ の 端 部 の 両 端 は 、 前 記 第 ３ の 端 部 の 中 央 設 け
ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　
　
　

　

　

　
　
　

　
　

(2) JP 2002-202518 A5 2005.6.30

端 部 及 び 前 記 第 ３ の 端 部 は 前 記 平 坦 面 よ り 高 く 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置
。

第 １ 及 び 第 ２ の
第 １ 及 び 第 ２ の
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 走 査 線 と 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 信 号 線 と に 囲 ま れ た 部 分 に 設 け ら れ た

設 け ら れ た
前 記 画 素 電 極 の 最 大 の 面 積 を 占 め る 平 坦 面 と 、 前 記 平 坦 面 よ り 高 く 形

成 し た 高 く 形 成 し た
前 記 第 １ の 面 及 び 前 記 第 ２ の 面 は 、 前 記 対 向 電 極 と 面 し て お り 、

、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 、
前 記 第 ２ の 面 は 、 前 記 第 １ の 面 の 両 端 に 設 け ら れ て い る

第 １ 及 び 第 ２ の
第 １ 及 び 第 ２ の
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 走 査 線 と 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 信 号 線 と に 囲 ま れ た 部 分 に 設 け ら れ た

設 け ら れ た
前 記 画 素 電 極 の 最 大 の 面 積 を 占 め る 平 坦 面 平 坦 面
を 有 し

、 前 記
、 前 記
、 前 記

設 け ら れ 、
、 に 前 記 前 記 第 １ の

端 部 と 前 記 第 ３ の 端 部 と の 間 に 設 け ら れ 、

高 く
よ り 高 く

よ り 高 く

複 数 の 走 査 線 と 、
複 数 の 信 号 線 と 、
前 記 走 査 線 と 前 記 信 号 線 と に 囲 ま れ た 部 分 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た 第 １ 及 び 第 ２ の 画 素 電

極 と 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 画 素 電 極 の 上 方 に 設 け ら れ た 対 向 電 極 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 で あ っ

て 、
前 記 各 画 素 電 極 は 、 前 記 各 画 素 電 極 の 最 大 の 面 積 を 占 め る 平 坦 面 と 、 前 記 平 坦 面 を 囲 ん

で 設 け ら れ た 枠 状 の 端 部 を 有 し 、
前 記 枠 状 の 端 部 は 第 １ の 端 部 、 第 ２ の 端 部 、 第 ３ の 端 部 及 び 第 ４ の 端 部 と か ら な り 、
前 記 第 １ の 端 部 及 び 前 記 第 ３ の 端 部 は 、 前 記 走 査 線 に 沿 っ て 設 け ら れ 、
前 記 第 ２ の 端 部 及 び 前 記 第 ４ の 端 部 は 、 前 記 信 号 線 に 沿 っ て 前 記 第 １ の 端 部 と 前 記 第 ３

の 端 部 と の 間 に 設 け ら れ 、
前 記 第 ２ の 端 部 及 び 前 記 第 ４ の 端 部 は 、 前 記 平 坦 面 と 同 一 の 高 さ に 設 け ら れ 、
前 記 第 １ の 端 部 及 び 前 記 第 ３ の 端 部 は 、 前 記 平 坦 面 よ り 高 く 設 け ら れ 、



　

　
　

【 請 求 項 ６ 】
　
　
　

　

　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

【 請 求 項 ７ 】
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前 記 第 １ の 画 素 電 極 が 有 す る 前 記 第 ２ の 端 部 と 、 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 が 有 す る 前 記 第 ４
の 端 部 と は 隣 接 し 、

前 記 第 １ の 画 素 電 極 と 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 は 隣 接 し て 設 け ら れ て お り 、
前 記 第 １ の 画 素 電 極 と 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 と の 間 隔 が ２ ． ０ μ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴

と す る 液 晶 表 示 装 置 。

複 数 の 走 査 線 と 、
複 数 の 信 号 線 と 、
前 記 走 査 線 と 前 記 信 号 線 と に 囲 ま れ た 部 分 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た 第 １ 及 び 第 ２ の 画 素 電

極 と 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 画 素 電 極 の 上 方 に 設 け ら れ た 対 向 電 極 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 で あ っ

て 、
前 記 各 画 素 電 極 は 、 前 記 各 画 素 電 極 の 最 大 の 面 積 を 占 め る 平 坦 面 と 、 前 記 平 坦 面 を 囲 ん

で 設 け ら れ た 枠 状 の 端 部 を 有 し 、
前 記 枠 状 の 端 部 は 第 １ の 端 部 、 第 ２ の 端 部 、 第 ３ の 端 部 及 び 第 ４ の 端 部 と か ら な り 、
前 記 第 １ の 端 部 及 び 前 記 第 ３ の 端 部 は 、 前 記 走 査 線 に 沿 っ て 設 け ら れ 、
前 記 第 ２ の 端 部 及 び 前 記 第 ４ の 端 部 は 、 前 記 信 号 線 に 沿 っ て 前 記 第 １ の 端 部 と 前 記 第 ３

の 端 部 と の 間 に 設 け ら れ 、
前 記 第 ２ の 端 部 及 び 前 記 第 ４ の 端 部 は 、 前 記 平 坦 面 と 同 一 の 高 さ に 設 け ら れ 、
前 記 第 １ の 端 部 及 び 前 記 第 ３ の 端 部 は 、 前 記 平 坦 面 よ り 高 く 設 け ら れ 、
前 記 第 １ の 端 部 の う ち 、 前 記 第 １ の 端 部 の 両 端 は 、 前 記 第 １ の 端 部 の 中 央 よ り 高 く 設 け

ら れ 、
前 記 第 ３ の 端 部 の う ち 、 前 記 第 ３ の 端 部 の 両 端 は 、 前 記 第 ３ の 端 部 の 中 央 よ り 高 く 設 け

ら れ 、
前 記 第 １ の 画 素 電 極 と 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 は 隣 接 し て 設 け ら れ て お り 、
前 記 第 １ の 画 素 電 極 と 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 と の 間 隔 が ２ ． ０ μ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴

と す る 液 晶 表 示 装 置 。

複 数 の 走 査 線 と 、
複 数 の 信 号 線 と 、
前 記 走 査 線 と 前 記 信 号 線 と に 囲 ま れ た 部 分 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た 第 １ 及 び 第 ２ の 画 素 電

極 と 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 画 素 電 極 の 上 方 に 設 け ら れ た 対 向 電 極 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 で あ っ

て 、
前 記 各 画 素 電 極 は 、 前 記 各 画 素 電 極 の 最 大 の 面 積 を 占 め る 平 坦 面 と 、 前 記 平 坦 面 を 囲 ん

で 設 け ら れ た 枠 状 の 端 部 を 有 し 、
前 記 枠 状 の 端 部 は 第 １ の 端 部 、 第 ２ の 端 部 、 第 ３ の 端 部 及 び 第 ４ の 端 部 と か ら な り 、
前 記 第 １ の 端 部 及 び 前 記 第 ３ の 端 部 は 、 前 記 走 査 線 に 沿 っ て 設 け ら れ 、
前 記 第 ２ の 端 部 及 び 前 記 第 ４ の 端 部 は 、 前 記 信 号 線 に 沿 っ て 前 記 第 １ の 端 部 と 前 記 第 ３

の 端 部 と の 間 に 設 け ら れ 、
前 記 第 ２ の 端 部 及 び 前 記 第 ４ の 端 部 は 前 記 平 坦 面 と 同 一 の 高 さ に 設 け ら れ 、
前 記 第 １ の 端 部 及 び 前 記 第 ３ の 端 部 は 前 記 平 坦 面 よ り 高 く 設 け ら れ 、
前 記 第 １ の 端 部 の う ち 、 前 記 第 １ の 端 部 の 両 端 は 、 前 記 第 １ の 端 部 の 中 央 よ り 高 く 設 け

ら れ 、
前 記 第 ３ の 端 部 の う ち 、 前 記 第 ３ の 端 部 の 両 端 は 、 前 記 第 ３ の 端 部 の 中 央 よ り 高 く 設 け

ら れ 、
前 記 第 １ の 画 素 電 極 及 び 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 の 前 記 第 １ の 端 部 及 び 前 記 第 ３ の 端 部 は 前

記 平 坦 面 よ り ０ ． ５ μ ｍ 以 上 高 く 形 成 さ れ 、
前 記 対 向 電 極 表 面 と 前 記 第 １ の 画 素 電 極 及 び 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 の 前 記 平 坦 面 と の 間 隔

が ４ ． ５ μ ｍ 以 下 で あ り 、



　
　
　

【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ 請 求 項 に お い て 、 前 記 液 晶 表 示 装 置 は 、 ゲ ー ト ラ イ ン 反
転 駆 動 を 行 う 液 晶 表 示 装 置 で あ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　
　
　

　
　

　

【 請 求 項 １ ０ 】
　
　
　

　
　

　
　
　
　

　

　

【 請 求 項 １ １ 】
　 走 査 線 と 、
　 信 号 線 と 、
　
画 素 電 極 と 、
　 前 記 画 素 電 極 の 上 方 に 対 向 電 極 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 画 素 電 極 は 、

第 １ の 面 と 、 前 記 第 １ の 面 よ り 第 ２ の 面 と を 有 し 、
　
　 前 記 第 １ の 面 は 信 号 線 に 沿 っ て 設 け ら れ
　 こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 走 査 線 と 、
　 信 号 線 と 、
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前 記 第 １ の 画 素 電 極 と 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 は 隣 接 し て 設 け ら れ て お り 、
前 記 第 １ の 画 素 電 極 と 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 と の 間 隔 が ４ ． ０ μ ｍ 以 下 で あ り 、
前 記 第 １ の 画 素 電 極 及 び 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 の 前 記 第 １ の 端 部 及 び 前 記 第 ３ の 端 部 の 幅

が ３ ． ０ μ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。

乃 至 ７ の い ず れ か 一 項

第 1及 び 第 ２ の 走 査 線 と 、
第 1及 び 第 ２ の 信 号 線 と 、
前 記 第 1及 び 第 ２ の 走 査 線 と 前 記 第 1及 び 第 ２ の 信 号 線 と に 囲 ま れ た 部 分 に 設 け ら れ た 画

素 電 極 と 、
前 記 画 素 電 極 の 上 方 に 設 け ら れ た 対 向 電 極 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
前 記 画 素 電 極 は 、 前 記 画 素 電 極 の 最 大 の 面 積 を 占 め る 平 坦 面 と 、 前 記 平 坦 面 よ り 高 く 形

成 さ れ た 第 １ の 面 と を 有 し 、
前 記 第 １ の 面 は 前 記 対 向 電 極 と 面 し 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 信 号 線 に 沿 っ て 設 け ら れ て い

る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。

第 １ 及 び 第 ２ の 走 査 線 と 、
第 １ 及 び 第 ２ の 信 号 線 と 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 走 査 線 と 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 信 号 線 と に 囲 ま れ た 部 分 に 設 け ら れ た

画 素 電 極 と 、
前 記 画 素 電 極 の 上 方 に 設 け ら れ た 対 向 電 極 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
前 記 画 素 電 極 は 、 前 記 画 素 電 極 の 最 大 の 面 積 を 占 め る 平 坦 面 と 、 前 記 平 坦 面 を 囲 ん で 設

け ら れ た 枠 状 の 端 部 と を 有 し 、
前 記 枠 状 の 端 部 は 、 第 １ の 端 部 、 第 ２ の 端 部 、 第 ３ の 端 部 及 び 第 ４ の 端 部 と か ら な り 、
前 記 第 １ の 端 部 は 、 前 記 第 １ の 信 号 線 に 沿 っ て 設 け ら れ 、
前 記 第 ３ の 端 部 は 、 前 記 第 １ の 信 号 線 と 隣 接 す る 前 記 第 ２ の 信 号 線 に 沿 っ て 設 け ら れ 、
前 記 第 ２ の 端 部 は 、 前 記 第 １ の 走 査 線 に 沿 っ て 前 記 第 １ の 端 部 と 前 記 第 ３ の 端 部 と の 間

に 設 け ら れ 、
前 記 第 ４ の 端 部 は 、 前 記 第 １ の 走 査 線 と 隣 接 す る 前 記 第 ２ の 走 査 線 に 沿 っ て 前 記 第 １ の

端 部 と 前 記 第 ３ の 端 部 と の 間 に 設 け ら れ 、
前 記 第 ２ の 端 部 及 び 前 記 第 ４ の 端 部 は 、 前 記 平 坦 面 と 同 一 の 高 さ に 設 け ら れ 、 前 記 第 １

の 端 部 及 び 前 記 第 ３ の 端 部 は 、 前 記 平 坦 面 よ り 高 く 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示
装 置 。

第 １ 及 び 第 ２ の
第 １ 及 び 第 ２ の
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 走 査 線 と 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 信 号 線 と に 囲 ま れ た 部 分 に 設 け ら れ た

設 け ら れ た
前 記 画 素 電 極 の 最 大 の 面 積 を 占 め る 平 坦 面 と 、 前 記 平 坦 面 よ り 高 く 形

成 し た 高 く 形 成 し た
前 記 第 １ の 面 及 び 前 記 第 ２ の 面 は 、 前 記 対 向 電 極 と 面 し て お り 、

、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 、
前 記 第 ２ の 面 は 前 記 第 １ の 面 の 両 端 に 設 け ら れ て い る

第 １ 及 び 第 ２ の
第 １ 及 び 第 ２ の
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 走 査 線 と 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 信 号 線 と に 囲 ま れ た 部 分 に 設 け ら れ た



画 素 電 極 と 、
　 前 記 画 素 電 極 の 上 方 に 対 向 電 極 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 画 素 電 極 は 、 と 、 前 記 を 囲 ん で 設
け ら れ た 枠 状 の 端 部 、
　 前 記 枠 状 の 端 部 は 第 １ の 端 部 、 第 ２ の 端 部 、 第 ３ の 端 部 及 び 第 ４ の 端 部 と か ら な り 、
　 前 記 第 １ の 端 部 は 第 １ の 信 号 線 に 沿 っ て 設 け ら れ 、
　 前 記 第 ３ の 端 部 は 前 記 第 １ の 信 号 線 と 隣 接 す る 第 ２ の 信 号 線 に 沿 っ て 設 け ら れ 、
　 前 記 第 ２ の 端 部 は 第 １ の 走 査 線 に 沿 っ て 前 記 第 １ の 端 部 と 前 記 第 ３ の 端 部 と の 間
に
　 前 記 第 ４ の 端 部 は 前 記 第 １ の 走 査 線 隣 接 す る 第 ２ の 走 査 線 に 沿 っ て

　 前 記 第 ２ の 端 部 及 び 前 記 第 ４ の 端 部 は 前 記 平 坦 面 と 同 一 の 高 さ に 設 け ら れ 、
　 前 記 第 １ の 端 部 及 び 前 記 第 ３ の 端 部 は 前 記 平 坦 面 よ り 設 け ら れ 、
　 前 記 第 １ の 端 部 の う ち 、 前 記 第 １ の 端 部 の 両 端 は 、 前 記 第 １ の 端 部 の 中 央 設 け
ら れ 、
　 前 記 第 ３ の 端 部 の う ち 、 前 記 第 ３ の 端 部 の 両 端 は 、 前 記 第 ３ の 端 部 の 中 央 設 け
ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　
　
　

　

　

　
　
　

　
　
　

　
　

【 請 求 項 １ ４ 】
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設 け ら れ た
前 記 画 素 電 極 の 最 大 の 面 積 を 占 め る 平 坦 面 平 坦 面
を 有 し

、 前 記
、 前 記
、 前 記

設 け ら れ 、
、 に 前 記 前 記 第 １ の

端 部 と 前 記 第 ３ の 端 部 と の 間 に 設 け ら れ 、
、

高 く
よ り 高 く

よ り 高 く

複 数 の 走 査 線 と 、
複 数 の 信 号 線 と 、
前 記 走 査 線 と 前 記 信 号 線 と に 囲 ま れ た 部 分 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た 第 １ 及 び 第 ２ の 画 素 電

極 と 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 画 素 電 極 の 上 方 に 設 け ら れ た 対 向 電 極 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 で あ っ

て 、
前 記 各 画 素 電 極 は 、 前 記 各 画 素 電 極 の 最 大 の 面 積 を 占 め る 平 坦 面 と 、 前 記 平 坦 面 を 囲 ん

で 設 け ら れ た 枠 状 の 端 部 を 有 し 、
前 記 枠 状 の 端 部 は 第 １ の 端 部 、 第 ２ の 端 部 、 第 ３ の 端 部 及 び 第 ４ の 端 部 と か ら な り 、
前 記 第 １ の 端 部 及 び 前 記 第 ３ の 端 部 は 、 前 記 信 号 線 に 沿 っ て 設 け ら れ 、
前 記 第 ２ の 端 部 及 び 前 記 第 ４ の 端 部 は 前 記 走 査 線 に 沿 っ て 前 記 第 １ の 端 部 と 前 記 第 ３ の

端 部 と の 間 に 設 け ら れ 、
前 記 第 ２ の 端 部 及 び 前 記 第 ４ の 端 部 は 前 記 平 坦 面 と 同 一 の 高 さ に 設 け ら れ 、
前 記 第 １ の 端 部 及 び 前 記 第 ３ の 端 部 は 前 記 平 坦 面 よ り 高 く 設 け ら れ 、
前 記 第 １ の 画 素 電 極 が 有 す る 前 記 第 ２ の 端 部 と 、 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 が 有 す る 前 記 第 ４

の 端 部 と は 隣 接 し 、
前 記 第 １ の 画 素 電 極 と 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 は 隣 接 し て 設 け ら れ て お り 、
前 記 第 １ の 画 素 電 極 と 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 と の 間 隔 が ２ ． ０ μ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴

と す る 液 晶 表 示 装 置 。

複 数 の 走 査 線 と 、
複 数 の 信 号 線 と 、
前 記 走 査 線 と 前 記 信 号 線 と に 囲 ま れ た 部 分 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た 第 １ 及 び 第 ２ の 画 素 電

極 と 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 画 素 電 極 の 上 方 に 設 け ら れ た 対 向 電 極 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 で あ っ

て 、
前 記 各 画 素 電 極 は 、 前 記 各 画 素 電 極 の 最 大 の 面 積 を 占 め る 平 坦 面 と 、 前 記 平 坦 面 を 囲 ん

で 設 け ら れ た 枠 状 の 端 部 を 有 し 、
前 記 枠 状 の 端 部 は 第 １ の 端 部 、 第 ２ の 端 部 、 第 ３ の 端 部 及 び 第 ４ の 端 部 と か ら な り 、
前 記 第 １ の 端 部 及 び 前 記 第 ３ の 端 部 は 、 前 記 信 号 線 に 沿 っ て 設 け ら れ 、
前 記 第 ２ の 端 部 及 び 前 記 第 ４ の 端 部 は 前 記 走 査 線 に 沿 っ て 前 記 第 １ の 端 部 と 前 記 第 ３ の

端 部 と の 間 に 設 け ら れ 、



　
　
　

　

　

　
　

【 請 求 項 １ ５ 】
　
　
　

　

　

　
　
　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 乃 至 請 求 項 に お い て 、 前 記 液 晶 表 示 装 置 は 、 ソ ー ス ラ イ ン
反 転 駆 動 を 行 う 液 晶 表 示 装 置 で あ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 ４ に お い て 、 前 記
第 １ の 端 部 の 両 端 部 は 、 前 記 第 １ の 端 部 の 中 央 部 ０ ． ２ μ ｍ 以 上 、
　 前 記 第 ３ の 端 部 の 両 端 部 は 、 前 記 第 ３ の 端 部 の 中 央 部 ０ ． ２ μ ｍ 以 上

こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 ４ に お い て 、 前 記
第 １ の 端 部 の 両 端 部 は 、 前 記 第 １ の 端 部 の 中 央 部 ０ ． ５ μ ｍ 以 上
　 前 記 第 ３ の 端 部 の 両 端 部 は 、 前 記 第 ３ の 端 部 の 中 央 部 ０ ． ５ μ ｍ 以 上
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前 記 第 ２ の 端 部 及 び 前 記 第 ４ の 端 部 は 前 記 平 坦 面 と 同 一 の 高 さ に 設 け ら れ 、
前 記 第 １ の 端 部 及 び 前 記 第 ３ の 端 部 は 前 記 平 坦 面 よ り 高 く 設 け ら れ 、
前 記 第 １ の 端 部 の う ち 、 前 記 第 １ の 端 部 の 両 端 は 、 前 記 第 １ の 端 部 の 中 央 よ り 高 く 設 け

ら れ 、
前 記 第 ３ の 端 部 の う ち 、 前 記 第 ３ の 端 部 の 両 端 は 、 前 記 第 ３ の 端 部 の 中 央 よ り 高 く 設 け

ら れ 、
前 記 第 １ の 画 素 電 極 が 有 す る 前 記 第 ２ の 端 部 と 、 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 が 有 す る 前 記 第 ４

の 端 部 と は 隣 接 し 、
前 記 第 １ の 画 素 電 極 と 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 は 隣 接 し て 設 け ら れ て お り 、
前 記 第 １ の 画 素 電 極 と 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 と の 間 隔 が ２ ． ０ μ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴

と す る 液 晶 表 示 装 置 。

複 数 の 走 査 線 と 、
複 数 の 信 号 線 と 、
前 記 走 査 線 と 前 記 信 号 線 と に 囲 ま れ た 部 分 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た 第 １ 及 び 第 ２ の 画 素 電

極 と 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 画 素 電 極 の 上 方 に 設 け ら れ た 対 向 電 極 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 で あ っ

て 、
前 記 各 画 素 電 極 は 、 前 記 各 画 素 電 極 の 最 大 の 面 積 を 占 め る 平 坦 面 と 、 前 記 平 坦 面 を 囲 ん

で 設 け ら れ た 枠 状 の 端 部 を 有 し 、
前 記 枠 状 の 端 部 は 第 １ の 端 部 、 第 ２ の 端 部 、 第 ３ の 端 部 及 び 第 ４ の 端 部 と か ら な り 、
前 記 第 １ の 端 部 及 び 前 記 第 ３ の 端 部 は 、 前 記 信 号 線 に 沿 っ て 設 け ら れ 、
前 記 第 ２ の 端 部 及 び 前 記 第 ４ の 端 部 は 前 記 走 査 線 に 沿 っ て 前 記 第 １ の 端 部 と 前 記 第 ３ の

端 部 と の 間 に 設 け ら れ 、
前 記 第 ２ の 端 部 及 び 前 記 第 ４ の 端 部 は 、 前 記 平 坦 面 と 同 一 の 高 さ に 設 け ら れ 、
前 記 第 １ の 端 部 及 び 前 記 第 ３ の 端 部 は 、 前 記 平 坦 面 よ り 高 く 設 け ら れ 、
前 記 第 １ の 端 部 の う ち 、 前 記 第 １ の 端 部 の 両 端 は 、 前 記 第 １ の 端 部 の 中 央 よ り 高 く 設 け

ら れ 、
前 記 第 ３ の 端 部 の う ち 、 前 記 第 ３ の 端 部 の 両 端 は 、 前 記 第 ３ の 端 部 の 中 央 よ り 高 く 設 け

ら れ 、
前 記 第 １ の 画 素 電 極 及 び 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 の 前 記 第 １ の 端 部 及 び 前 記 第 ３ の 端 部 は 前

記 平 坦 面 よ り ０ ． ５ μ ｍ 以 上 高 く 形 成 さ れ 、
前 記 対 向 電 極 表 面 と 前 記 第 １ の 画 素 電 極 及 び 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 の 前 記 平 坦 面 と の 間 隔

が ４ ． ５ μ ｍ 以 下 で あ り 、
前 記 第 １ の 画 素 電 極 と 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 は 隣 接 し て 設 け ら れ て お り 、
前 記 第 １ の 画 素 電 極 と 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 と の 間 隔 が ４ ． ０ μ ｍ 以 下 で あ り 、
前 記 第 １ の 画 素 電 極 及 び 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 の 前 記 第 １ の 端 部 及 び 前 記 第 ３ の 端 部 の 幅

が ３ ． ０ μ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。

９ １ ５ の い ず れ か 一 項

乃 至 請 求 項 ７ ま た は 請 求 項 １ ２ 乃 至 請 求 項 １ ５ の い ず れ か 一 項
よ り 高 く 形 成 さ れ

よ り 高 く 形 成 さ れ
て い る

乃 至 請 求 項 ７ ま た は 請 求 項 １ ２ 乃 至 請 求 項 １ ５ の い ず れ か 一 項
よ り 高 く 形 成 さ れ 、

よ り 高 く 形 成 さ れ



こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
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て い る

絶 縁 表 面 を 有 す る 基 板 と 、
前 記 基 板 上 に 形 成 さ れ た 走 査 線 と 、
前 記 走 査 線 を 覆 う 様 に 形 成 さ れ た 第 １ の 絶 縁 膜 と 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 半 導 体 層 と 、
前 記 半 導 体 層 を 覆 う 様 に 形 成 さ れ た ゲ ー ト 絶 縁 膜 と 、
前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た ゲ ー ト 電 極 と 、
前 記 ゲ ー ト 電 極 の 上 方 に 形 成 さ れ た 第 １ の 層 間 絶 縁 膜 と 、
前 記 第 １ の 層 間 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ 前 記 半 導 体 層 と 電 気 的 に 接 続 さ れ た 信 号 線 と 、
前 記 信 号 線 を 覆 う 様 に 形 成 さ れ た 第 ２ の 層 間 絶 縁 膜 と 、
前 記 第 ２ の 層 間 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 遮 光 膜 と 、
前 記 遮 光 膜 を 覆 う 様 に 形 成 さ れ た 第 ２ の 絶 縁 膜 と 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 感 光 性 樹 脂 膜 に よ っ て 形 成 さ れ た 凸 部 と を 有 し 、
前 記 画 素 電 極 は 、 前 記 凸 部 を 覆 う 様 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請

求 項 １ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
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